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社会福祉協議会 ふれ愛タクシー

１月４日（水）から １月４日（水）から

年始の業務
案　内 

　11月13日㈰、プリミエール酒々井文化ホールにおいて、第７回酒々井町社会福祉大会を開催しました。
　この大会は、社会福祉協議会が昭和57年に法人化し、令和４年に40周年の節目を迎えたことを記念して開催したものです。
　今大会はコロナ禍のため、規模を縮
小し、「社会福祉大会」としては表彰
式のみとして「しすい健康ふくしフェ
スティバル」と同日合併開催で行いま
した。
　式典では、多年にわたり社会福祉事
業等にご尽力をいただきました33名に
会長表彰を、また、多額のご寄附をい
ただいた11名と２団体には会長感謝
状を贈呈し、感謝の気持ちを表しまし
た。
　また、しすい健康ふくしフェスティ
バルでは、人権ポスター展優秀作品の
表彰やパネルディスカッションでは第
３期酒々井町地域福祉計画等策定委員
会の松山毅委員長をコーディネーター
とし、アドバイザーの赤堀久里子氏を
迎え、パネラーの福井佐智子委員、大
西眞典委員、山近勉委員から各部会の
取り組みについての説明や意見交換を
行いました。最後にハート体操を行い
終了となりました。
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各団体の代表受賞者へ会長表彰状の贈呈

会長感謝状の贈呈 パネルディスカッション
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赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動キャンペーンキャンペーン

『暮らし』や『仕事』のことで困ったら‥

さかえ・しすい
ワーク・ライフサポートセンター

仕事探し、家計・借金、住まい、ひきこもり‥
ひとりで悩まないでご相談ください。ご自宅へ訪問もいたします

☎043-308-6332
9:00～17:00（土日祝除く）相談無料･秘密厳守

〒285-0837  千葉県佐倉市王子台4-28-12T・第一ビル2階
【千葉県委託生活困窮者自立支援事業】　　　　 
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会 長　斉藤　廣

赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動
歳末たすけあい募金運歳末たすけあい募金運動動 ご協力ありがとうございました

各区・自治会等の皆さまには、令和４年10
月１日から実施している赤い羽根共同募金運動
に、ご理解、ご協力をいただき、ありがとうご
ざいました。ご協力いただいた募金は翌年度に
千葉県共同募金会から県内の福祉施設や社会福
祉協議会の地域福祉、在宅福祉の充実など広く
社会福祉事業に活用されます。
　なお、今年度の赤い羽根共同募金運動は令和
５年３月31日まで活動を行っていますので、引
き続きご協力をお願いします。
　また、12月に実施した歳末たすけあい募金は
町内在住の75歳以上の一人暮らし世帯へおせち
料理の配布、歳末相談事業、町内の福祉施設や
福祉団体への助成に活用
させていただきました。
　多くのあたたかいご協
力、ありがとうございま
した。

●京成佐倉駅徒歩４分
●24時間介護スタッフ常駐
●お元気な方も介護の必要な方もご入居できます

　  0120-83-7070
住　　所／佐倉市宮前3-15-1
事業主体／株式会社JALUXトラスト ご見学承ります
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サービス付き高齢者向け住宅　　～ご高齢者のための賃貸住宅です～
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お確かめ下さいお確かめ下さい

ご自身の目でお確かめ下さい
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一
同

社
会
福
祉
法
人

酒
々
井
町
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会

　10月３日㈪、町内２か所の駅頭で赤い羽根共同募金運動の街頭募金を
５年ぶりに実施しました。新型コロナウイルス感染防止の為、呼びかけは
CDで行う等小規模の活動になりましたが、多くの方が足を止め、協力し
てくださいました。

　また、10月19日㈬には、大室台小学校で福祉教育の一環として募金活
動を実施しました。学校生活委員の皆さんが校門に立って通学してくる児
童の皆さんに元気な声で呼びかけを行いました。
　活動場所を提供いただいた皆さま、協力してくださった酒々井小学校・
酒々井中学校・東京学館高等学校の皆さま、ありがとうございました。

千葉県共同募金会
イメージキャラクター
「ぴわぴよ」
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「
傾
聴
」
を
身
に
つ
け
、「
聞
き
上
手
」
に
な
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

【
開
催
日
時
】　
１
月
25
日
㈬

　
　
　
　
　
　
10
時
〜
12
時

【
場
　
所
】　
中
央
公
民
館　
講
堂

【
対
　
象
】　
町
内
在
住
在
勤
の
方

【
講
　
師
】　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
　
　
ぬ
く
も
り
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

【
内
　
容
】　
傾
聴
に
つ
い
て
の
講
義
、

　
　
　
　
　
簡
単
な
実
技
等

【
定
　
員
】　
20
名
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】　
無
料

【
主
　
催
】　
酒
々
井
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
協
議
会

【
申
込
期
限
】　
１
月
18
日
㈬

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
電
話
、

も
し
く
は
右
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て
実
施
し

ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
個
人
お
よ
び
団

体
の
補
償
期
間
は
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
継
続
し
て

活
動
さ
れ
る
場
合
は
、
３
月
末
日
ま
で
に
翌
年
度
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
お
よ
び
保
険
加
入
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
つ
い
て
は
、
２
月
中
に
必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

３
月
16
日
㈭
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
規
に
登
録
さ
れ
る
団
体
お
よ
び
個
人
の
方
に
つ

い
て
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
つ
い
て
も
３
月
31
日

で
補
償
期
間
が
終
了
と
な
り
ま
す
。
４
月
以
降
に
被
災
地
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
さ
れ
る
方
は
再
度
加
入
手
続

き
が
必
要
で
す
。

広告広告

（公社）酒々井町シルバー人材センター
   ☎043－496－4077（土、日、祝日を除く）
URL http://www.shisui-silver.jp/

　

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
、

12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
あ
わ
せ
た

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン「
か
ざ
ぐ
る
ま
」

で
は
、
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

へ
の
飾
り
つ
け
を
参
加
者
の
皆
さ
ん

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
て
行
い
、

と
て
も
豪
華
な
ツ
リ
ー
が
完
成
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
「
ク
リ
ス
マ

ス
ら
し
い
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

手
話
を
学
ぶ
会
「
仲
間
」
で
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
と
し
て
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、
手
話
ソ
ン
グ
等
を
行
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
方
の
参
加
も
あ
り
、
寒

さ
や
コ
ロ
ナ
禍
を
感
じ
な
い
く
ら
い

素
敵
な
時
間
と
笑
顔
が
会
場
に
は

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
に
出
店
し
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
収
益
金
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10
月
19
日
㈬
、
日
本
赤
十
字
社
千
葉

県
支
部
酒
々
井
町
分
区
及
び
酒
々
井
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
の
共
催
で
、「
救

急
法
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
９
名
の
参
加
が
あ
り
、
町
の

赤
十
字
奉
仕
団
員
２
名
の
お
手
伝
い
を

い
た
だ
き
、
日
赤
千
葉
県
支
部
の
室
谷

淑
子
指
導
員
に
よ
る
講
習
を
受
け
ま
し

た
。

　
圧
迫
に
力
が
必
要
な
心
肺
蘇
生
法
、
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
体
験
。
ど
ち
ら
も
最
初
は
「
大
変
」
と
いっ
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス

令
和
５
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

お
よ
び
保
険
更
新
の
お
知
ら
せ

　
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会

で
は
、
町
内
の
小
・
中
学
校
の
協
力

を
得
て
、「
明
る
い
社
会
づ
く
り
ポ

ス
タ
ー
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ポ
ス
タ
ー
展
は
、
絵
を
通
し

て
子
供
た
ち
が
社
会
を
広
く
見
つ

め
、「
社
会
の
た
め
に
な
り
た
い
」

「
思
い
や
り
の
深
い
人
間
に
な
り
た

い
」 ｢

人
の
た
め
に
な
り
た
い
」
と

い
っ
た
啓
発
の
心
を
宿
し
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
を
込
め
て
行
っ
て
い
ま
す
。

場
所　
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

期
間　
１
月
20
日
㈮
正
午
ま
で

　

給
食
サ
ー
ビ
ス
「
菜
の
は
な

会
」
で
は
75
歳
以
上
で
食
事
の

支
度
等
が
困
難
な
方
を
対
象
に

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
弁
当

を
作
り
、
配
食
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
安
否
確
認
を
兼
ね
て
手
渡
し

で
お
弁
当
を
お
配
り
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
お
弁
当
を
配
達
し
て

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
活
動
日
時
】
毎
月
第
１
、３
、４
木
曜

　
　
　
　
　
　
日
（
原
則
、
月
３
回
出

　
　
　
　
　
　
来
る
方
）
11
時
15
分
〜

　
　
　
　
　
　
12
時
30
分
の
間

【
活
動
条
件
】
自
身
の
車
を
使
って
配
達

　
　
　
　
　
　
で
き
る
方

【
会
費
】
千
円
（
年
額
）

給
食
サ
ー
ビ
ス
「
菜
の
は
な
会
」

配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集

傾
聴
講
座
の
お
知
ら
せ

明
る
い
社
会
づ
く
り
ポ
ス
タ
ー
展

身近なお仕事のお手伝い
シルバーは安全・安心・安価です

お仕事依頼と会員募集中
（60歳以上で働く意欲のある方）

配達前の準備作業

ふれあいサロン「かざぐるま」　クリスマスツリーへの装飾と
サンタ帽を被ったボランティアさんと参加者

手話を学ぶ会「仲間」から
社協への寄付

大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
！

　
　
　
　
　
　
　

救
急
法
講
習
会
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この広報紙は、みなさまからの会費と、共同募金の配分金によって発行されています。

※CDに録音した「声の広報」もあります。詳しくは、お問い合わせください。
大豆油インクで
印刷しています

【申し込み・問い合わせ】酒々井町社会福祉協議会　☎ 043（496）6635

　高齢の方や知的・精神に障がいのある方などの自宅や施
設を定期的に訪問し、安心して生活できるよ
うに生活費のお届けや利用料の支払いなどを
お手伝いする生活支援員を募集します。
【支援内容】
・福祉サービスの利用に関する相談
・利用料の支払いや生活費の払い戻し等の手続き
【応募要件】
・20歳以上、概ね70歳未満の方
・ ボランティア活動や福祉に関心があり、平日の月１回程
度活動の出来る方（資格や経験は問いません）
・普通自動車運転免許をお持ちの方
※現任の民生委員や訪問介護員は除きます。
※ 生活支援員として活動していただくにあたり、千葉県社
会福祉協議会が実施する生活支援員養成研修（１日間）
を受講していただきます。

生活支援員を募集します生活支援員を募集します
～ 日常生活自立支援事業 ～

　ご家庭で不要な食品があればご寄付をお願いします。い
ただいた食品は「フードバンクちば」によって、支援団体
などを通じて福祉施設や生活に困窮している方に配るほ
か、社会福祉協議会でも必要としている方に配布いたしま
す。
期間　１月 16日㈪～２月 28日㈫
受付窓口　社会福祉協議会
寄付いただきたい食品
○穀類（お米、乾麺類、パスタ等）
※お米は令和３年・令和４年度産に限ります。（玄米可）
○保存食品（缶詰、瓶詰等）○インスタント食品、レトルト食品
○乾物（のり、豆など）   ○ギフトパック（お歳暮、お中元等）
○調味料各種、食用油　○飲料（ジュース、コーヒー、お茶等）
※注意いただきたい点
・賞味期限が明記され、かつ２ヶ月以上あるもの
・常温で保存が可能なもの　　・未開封であるもの
・破損で中身が出ていないもの
・アルコール類は受付けていません
問い合わせ　フードバンクちば
☎０４３（３０１）４０２５　URL：http://foodbank-chiba.com

ご家庭に眠っている食品大集合！ご家庭に眠っている食品大集合！
「第32回フードドライブ」「第32回フードドライブ」

酒々井町母子寡婦福祉会酒々井町母子寡婦福祉会
（白ゆり会）お花販売（白ゆり会）お花販売

　「コロナ禍だからこそ、地域の優しさやつながりを大切にした
い」そんな思いから始まった２つの事業を紹介します。
●心をつなぐ年賀状●
　歳末たすけあい配分事業でおせちをお配りした皆さまに、手作
りの年賀状を送りました。裏面は有志の
ボランティアさんにより、１枚１枚てい
ねいに塗られたイラストとコメントが添
えられています。（対象者：町内在住 75
歳以上のひとり暮らし世帯の方でおせち
の申し込みをされた方）
●フードパントリー in しすい●
　町民の皆さまからいただいたお米を配
布する「フードパントリー in しすい」を今年度も開催しました。
児童扶養手当を受給されているひとり親家庭の皆さまを対象に行
い、先着 50 名にお菓子のつ
かみ取りとお米５kg を配布
しました。
　この事業には、成田市農
協酒々井支所様にお米の精
米と袋詰めのご協力をいた
だきました。ありがとうご
ざいました。

酒々井で広がる思いやりの輪

　11 月 20 日㈰、千葉県赤十字奉仕団令和４年度「赤十字のつ
どい」東部ブロック大会が多古町で開催され、町の奉仕団員４名
が参加しました。この大会は、千葉県の東部に位置する 16の市
町が集まり、奉仕団としての資質向上と東部地区奉仕団の連携を
強め、地域の赤十字活動の推進を図ることを目的として、各市町
が持ち回りで毎年開催されています。
　当日は、「日本赤十字社法制定 50年の歩み」のDVD鑑賞と「東
日本大震災から考える赤十字」と題した講演、地域包括支援セン
ターの保健師による「介護予防と社会参加」のお話しと健康維持
のための体操が行われ、皆さん熱心に聴いていました。
　また、会場には各市町の奉仕団が作成した活動紹介のポスター
が掲示され、地域ごとに特色のある活動が行われていて、今後の
参考になる活動が多く見られました。
　参加いただきました奉仕団員の皆さんお疲れ様でした。 

　12 月６日㈫毎年恒例で実施している白ゆり会による
鉢花（シクラメン等）の販売を行いました。
　色鮮やかなシクラメンはお部屋の中を明るくしてくれ
て心が弾みます。ガーデンシクラメンは寒さに強く、こ
れからの季節の寄せ植えにと大変人気がありました。
　購入いただきました皆さま、ありがとうございました。

　12 月 18 日㈰白ゆり会（母子寡婦福祉会）が主催する「親子
クリスマス会」を３年ぶりに開催しました。
　コロナ禍ではありましたが３組の親子、役員でクリスマスムー
ドあふれるホテルで美味しい料
理を囲み、子育てに関する意見
交換や先輩役員の方からのアド
バイスをいただき楽しい時間を
過ごすことができました。

赤十字のつどい 赤十字のつどい 東部ブロック大会東部ブロック大会

親子クリスマス会親子クリスマス会
「歳末たすけあい募金配分金助成事業」

～赤い羽根共同募金配分事業～


